






平成２７年１１月１０日





エボラウイルス病(エボラ出血熱)流行地域からの入国(帰国)者の方へ


過去１ヶ月以内にギニア滞在歴のある方で発熱などの症状が見られた場合は





医療機関を受診せず、必ず保健所へ連絡してください。





【 連 絡 先 】（受付時間：平日8時30分～17時まで)


世田谷保健所感染症対策課 


電話03-5432-2441 FAX03-5432-3022








【保健所開庁時間外】（夜間、休日２４時間対応)


東京都医療情報センターひまわり　


電話03-5272-0303








平成26年3月以降、西アフリカの3か国（ギニア、リベリア及びシエラレオネ）を中心にエボラウイルス病(エボラ出血熱)が流行しました。平成27年11月現在、ＷＨＯはリベリア及びシエラレオネについては流行の終息宣言を行いましたが、ギニアについては未だ終息宣言が出されておりません。





エボラウイルス病(エボラ出血熱)はこんな病気です


エボラウイルスに感染した患者に直接接触することで感染します。


（エボラウイルスは、患者の血液、便、唾液、汗、嘔吐物などに含まれています。医療従事者や家族などは、これらの体液に直接触れることで感染します。）


潜伏期間は２～２１日(多くは１週間)で、発熱、頭痛などを発症します。


症状が出る前には、患者から周囲の人に感染が広がることはありません。





エボラウイルス病(エボラ出血熱)に備えましょう


厚生労働省・保健所が発信する正しい情報に基づいて行動しましょう。


手洗いやマスクの使用など、感染症対策の基本を身につけておきましょう。


最新情報はホームページ等でお知らせしていきます。


⇒世田谷区ホームページhttp://www.city.setagaya.lg.jp/index.html


⇒厚生労働省ホームページ


    http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou19/ebola.html























